
平成３０年度在宅医療・介護連携推進事業アンケート調査概要 

■調査目的 

１．平成２９年度は在宅医療介護連携推進員による聞き取りと在宅医療・介護連携推進会

議（研修会）などのグループワークでの意見の集約をもって本事業の課題、ニーズの抽出を

行った。今回、アンケート調査を行う事で客観的な課題、ニーズとして把握する事と、現在

のニーズを補完するものとして実施する。 

２．平成３１年度の事業計画の取り組みへ反映させる。 

 

■調査対象 

①医療機関：４４カ所 

②歯科：２８カ所 

③調剤薬局：２８カ所 

④介護保険事業所：１５８カ所 

内訳）居宅 21、通所介護 21、通所リハ 7、訪問介護 30、訪問入浴 1、訪問看護 11、訪問

リハビリ 3、福祉用具 3、ショートステイ（介護）8、ショートステイ（医療）3、認

知症デイ 2、グループホーム 12、地域密着特定施設 2、地域密着特養 5、小規模多

機能 9、小規模デイ 11、特養 5、老健 2、介護療養型医療施設 1、包括 1 

⑤ケアマネジャー：４５カ所 

⑥有料老人ホーム：３６カ所  

 

■調査方法と調査期間 

（１）郵送配布（角２封筒） 返信用封筒（長３封筒）にて郵送回収 

（２）調査期間：平成 30年 9月 17日～平成 30年 10 月 31日 

 

■調査のポイント 

・連携の現状を把握する（共通項目） 

・新たなニーズを抽出する（共通項目） 

・看取りの現状を知る（医療・有料老人ホーム） 

・在宅訪問診療の現状を把握する（医科・歯科・調剤薬局） 

 

■その他 

・アンケートの結果は社協ホームページ内で閲覧できるようにする 

 

  



在宅医療・介護連携に関するアンケート調査対象数と調査結果 

種別 調査対象 対象票数 有効回収票数（件） 有効回収率（％） 

➀ 医療機関 44 28 63.6 

② 歯科医療機関 28 16 57.1 

③ 調剤薬局 28 16 57.1 

    
   

④ 介護保険事業所 137 94 67 

  通所介護事業所 21 21 100 

  通所リハ事業所 7 5 71.4 

  訪問介護事業所 30 22 75.3 

  訪問入浴介護事業所 1 1 100 

  訪問看護事業所 11 9 81.8 

  訪問リハビリ事業所 3 3 100 

  福祉用具貸与・販売事業所 3 3 100 

  短期入所生活介護事業所 8 6 75 

  短期入所療養介護事業所 3 2 66.6 

  認知症デイ事業所 2 1 50 

  認知症グループホーム事業所※ 12 7 58.3 

  地域密着型特定施設入居者生活介護※ 2 0 0 

  地域密着型介護老人福祉施設 5 4 80 

  小規模多機能居宅介護※ 9 0 0 

  地域密着型通所介護 11 4 36.4 

  介護老人福祉施設 5 3 60 

  介護老人保健施設 2 1 50 

  介護療養型医療施設 1 1 100 

  包括※ 1 1 100 

    
   

⑤ ケアマネ（居宅介護事業所及び※事業所） 45 28 62.2 

    
   

⑥ 有料老人ホーム 36 25 65.4 

  全アンケート総数      計 318 207 65.1 

 


